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 これまで ATP や ADP などのヌクレオチドの相互作用解析では、NMR や X 線回折
などによる原子レベルでの構造解析が積極的に行われてきた。しかし、これら分析
法では寿命が短いまたは弱い相互作用状態の解析が難しく、さらに後者はタンパク


























【ジアジリン型 ATP プローブの開発とアクトミオシン複合体の光ラベル解析】 [I] 
 アクトミオシン複合体は ATP や ADP、カルシウムイオンなどの様々な分子の
結合により、複合体の相互作用状態が変わることが報告されている。これまで
の研究から、ミオシンヘッド内の 50-kDa clef t と呼ばれる裂け目がアクチンフィ
ラメントと結合すること、さらにこのドメインには ATP 結合部位があり、ATP
のリン酸ユニットは clef t 側に位置することが X 線構造解析から分かっている。 
 そこで末端リン酸を修飾した  -biotin-dia-ATP および  -dia-ATP、  -dia-ADP を
作成し、アクトミオシン複合体におけるミオシンとアクチンの相互作用解析を
行った。検出用のビオチンをプローブ内に組み込んだ  -biotin-dia-ATP によりアクト
ミオシン複合体を光ラベルし、SDS-PAGE およびブロッティング後に化学発光検出し
たところ、37 kDa 付近にラベルタンパク質を認めた（Figure 2）。  
 
Figure 2. アクトミオシン複合体におけるトロポミオシンの特異的ラベル  
a：アクトミオシン複合体、 b：光ラベル結果、 c： -dia-ATP (R=H) 及び   
-biotin-dia-ATP (R=-(OCH2CH2)3NH-biotin) の構造  
 
このバンドは  -thio-ATP 存在下で減少したことから、プローブ特異的なラベ













こで、プローブからビオチンタグを取り除いた  -dia-ATP および   -dia-ADP を
新規に合成し、さらなる解析を試みた。-dia-ATP および   -dia-ADP では、リン
酸ユニットを持つことから、ラベルされたタンパク質はリン酸 -鉄キレート形成
を利用したアフィニティー精製法（ IMAC）が適用できる。アクトミオシン複合











する目的で 1 mM のカルシウムイオンを添加しラベル解析したところ、ラベルタンパ
ク質が変化している可能性が示唆された。  
以上のことから、末端リン酸をジアジリン修飾した新規プローブにより、これまで

















クマリンが導入できる。光クロスリンクおよびリンカーの  E—Z 異性化は共に 365 nm の
光を照射することにより進行する。しかしながら、ジアジリンによる光クロスリンクが短
時間、0 ℃付近で容易に達成される一方で、発蛍光性リンカーの  E—Z 異性化後の分子内




アジリンの光分解を  19F-NMR により追跡した結果、ジアジリン環  3 位のトリフルオロ





応性を確認する目的で、桂皮酸骨格を有するフェニル型のジアジリンの光分解を  1H-NMR 
により追跡した。その結果、光照射時間に依存して 4.25 ppm 付近の  E 体由来のピーク
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